
２
月
28
日
、
熊
野
高
校
体
育
館

に
於
い
て
同
窓
会
入
会
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

柿
薗
さ
ん
（
３
期
生
）
、
片
桐

さ
ん
（
16
期
生
）
、
加
納
さ
ん

（
19
期
生
）
が
お
忙
し
い
な
か
、

お
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し

た
。柿

薗
さ
ん
か
ら
お
祝
い
の
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
卒
業
生
代
表
挨
拶

で
は
河
内
麻
衣
さ
ん
が
「
熊
野
高

校
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇
り
と
し
、

こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」

と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
に
新
し
く
入
会
さ
れ
た

皆
さ
ん
、
卒
業
後
も
母
校
の
発
展

を
祈
り
、
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。１

年
間
か
け
て
学
習
し
て
き
た

「
一
学
年

総
合
的
な
学
習
」
の
発

表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
を
『
中
国
』
に
設
定
し
、

各
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
、
中
国
の

文
化
や
歴
史
、
こ
と
ば
、
料
理
な

ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
書
物
を

利
用
し
な
が
ら
調
査
を
し
て
き
ま

し
た
。
身
近
な
国
で
あ
り
な
が
ら

知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
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（鰻嘘） 地元、熊野高校を通じて、地域と学校について考えていきます。

同
窓
会
入
会
式

開
催
さ
れ
る

熊
野
高
等
学
校

少
女
の
頃
の
沓と

お

い
事
ど
も
想
わ
る
る
ペ
ー
ジ
黄
ば
み
し
「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」
に

中

井

桂

子

庭
松
を
冷
え
び
え
照
ら
す
有
明
け
の
冴
ゆ
る
月
影
仰
ぎ
見
て
佇た

つ

中

井

千
代
子

転
倒
を
避
け
む
と
思
わ
ず
つ
か
み
た
り
逝ゆ

き
に
し
夫
の
作
り
し
手
摺

て

す

り

中

本

寿
美
子

春
立
つ
日
川
辺
を
ゆ
け
ば
そ
こ
ば
く
の
風
の
ふ
る
る
が
や
さ
し
く
思
ほ
ゆ

大

杉

徳

子

水
彩
の
絵
の
具
取
り
出
し
春
の
花
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
気
侭
に
描え

が

く

原

森

喜
久
枝

打
た
れ
強
い
杭く

い

で
居
た
い
と
願
う
我
と
泣
き
た
い
我
と
が
天
秤
で
踊
る

高

松

勝

子

四
十
雀
誰
に
賜た

び
し
か
そ
の
衣
装
芽
ぶ
き
の
枝
に
品
格
そ
う
る

田

中

洋

子

く
ま
の
歌
壇

熊
野
町
短
歌
同
好
会

今、硬式テニス部が熱い！
雲一つない晴天のもとでボールを追い、ラケットを振

るのは男女硬式テニス部です。練習には卒業生の方も参

加され、とても熱の入った助言をされていました。女子

部は現在部員が少ないので、新入生を獲得するため話し

合いにも力が入っていました。

今後の目標は春の県総体で「上位入賞」だそうです。

皆さん、応援をよろしくお願します。

総
合
的
な
学
習
、
発
表
会 ▲加納さん 片桐さん 柿薗さん



４
月
１
日
か
ら
次
の
一
部
区
域

に
お
い
て
、
下
水
道
の
使
用
開
始

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
の
地
区
で
該
当
と
な
る
世
帯

は
、
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で
に
、

ト
イ
レ
の
改
造
及
び
台
所
、
風
呂

等
の
排
水
工
事
を
行
っ
て
い
た
だ

く
と
、
８
万
円
の
改
造
補
助
金
の

支
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

お
早
め
に
、
町
が
指
定
す
る
排

水
設
備
工
事
業
者
に
依
頼
し
ま
し
ょ

う
。詳

し
く
は
、
下
水
道
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
下
水
道
課
℡
820-

５
６
０
９
）

４
月
１
日
か
ら
、
ご
み
を
収
集

す
る
曜
日
が
全
地
区
で
変
更
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
大
型
ご
み
の
収

集
日
も
各
地
区
ご
と
に
指
定
さ
れ

た
平
日
に
な
り
ま
す
。

各
地
区
ご
と
の
ご
み
を
収
集
す

る
曜
日
に
つ
い
て
は
、
先
月
各
家

庭
に
配
布
し
た
「
平
成
14
年
度

ご
み
の
正
し
い
出
し
方
」
に
詳
し

く
書
い
て
あ
り
ま
す
。
十
分
ご
確

認
い
た
だ
き
、
間
違
え
な
い
よ
う

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い

て
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

可
燃
ご
み
も
、
資
源
ご
み
と
同

じ
よ
う
に
中
身
の
わ
か
る
透
明
ま

た
は
半
透
明
の
袋
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
（
可
燃
ご
み
用
の
袋
と

し
て
、
黒
色
の
在
庫
が
あ
る
方
は
、

11
月
末
日
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。）

ま
た
、
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご

み
の
持
込
み
が
土
曜
日
は
出
来
な

く
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
生
活
環
境
課

℡
820-

５
６
０
６
）

～
安
全
は

一
人
一
人
の

思
い
や
り
～

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４

月
６
日

か
ら
15
日

ま
で
行
わ

れ
ま
す
。

春
は
新
入
学
、
入
園
の
時
期
で
、

通
学
、
通
園
時
の
事
故
が
発
生
し

や
す
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
付
け
て
安
全
運
転
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

運
動
の
重
点
目
標

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

②
飲
酒
運
転
等
の
悪
質
、
危
険
な

運
転
の
追
放

③
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上

・
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ッ
プ
の
実
践

・
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
運
動
の
推

進

（
生
活
環
境
課

℡
820-

５
６
０
６
）

定
期
的
に
公
園
の
清
掃
や
除
草

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
自
治

会
、
町
内
会(

班
単
位)

、
子
供
会
、

老
人
会
な
ど
の
地
域
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

受
託
し
て
い
た
だ
い
た
団
体
に

は
公
園
面
積
に
応
じ
た
委
託
金

(

清
掃
道
具
購
入
経
費
等
相
当
額)

を
交
付
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
団
体
及
び
公
園
の

場
所
な
ど
は
、
都
市
整
備
課
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容

・
清
掃

月
１
回
以
上

・
除
草

２
ヶ
月
に
１
回
以
上

・
巡
回

２
週
間
に
１
回
以
上

委
託
金
の
額

年
額
１
万
１
千
円
～
６
万
６
千

４
百
円
で
、
公
園
面
積
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

受
付
日
時

４
月
４
日

～
23
日

受
付
場
所

都
市
整
備
課

℡
820-

５
６
０
８
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公
園
の
清
掃
な
ど
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集
し
ま
す
！

平
成
14
年
度
熊
野
町

公
共
下
水
道
供
用
開
始

区
域
の
お
知
ら
せ

呉 地 地 区 字久保、字孫井田、字宮脇条、字台、
字堂ヶ迫、字長尾

出 来 庭 地 区 字大井手首、字石仏、字畑ヶ迫、字槙
ヶ迫、字太央

萩 原 地 区
字道上、字小迫、字ソカウタ、字馬場、
字二反田前地、字萩原、字荒金、字南
鶴ヶ沢、字福垣内

城 之 堀 地 区 鶴ヶ沢、字西ヶ廻、字榎崎、字上ノ土
井、字赤野、字石ヶ坪

平 谷 地 区 田ャヶ谷

４
月
１
日
か
ら

ご
み
の
収
集
日
・
出
し
方

が
変
わ
り
ま
す
。

春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が

行
わ
れ
ま
す

次の日程で献血を行います。みなさ

まのあたたかいご協力をお願いします。

と き ４月23日（火）

受付時間

午前９時半～午前11時半

午後０時半～午後３時半

と こ ろ 西公民館

問合せ先 生活環境課

℡820-5606


